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植物には多数の生物が寄生するが、植物も例外ではなく、特定の植物種は、寄生植物として進化した。
これらの寄生植物は、宿主植物に由来する因子を認識し、吸器と呼ばれるユニークな多細胞器官を形成する。
この器官は宿主の茎または根に侵入し、その道管に接続して、水、栄養素、ホルモン、タンパク質、ヌクレオチド、
病原体、宿主と寄生虫間のレトロトランスポゾンなどの物質の交換を可能にしている。特に、魔女の雑草と
して知られている Striga 属（ハマウツボ科）の寄生植物は、サハラ以南のアフリカで大きな作物損失を引き
起こし、世界中の農業に脅威を与えている。寄生植物がどのように宿主を知覚し、吸器を発達させるかを理
解するために、順遺伝学 / 逆遺伝学を可能にするモデルとして、ハマウツボ科植物コシオガマの系を開発し、
遺伝子および画像解析と組み合わせたゲノムおよびトランスクリプトームの研究により、吸器発生の重要な
要素が明らかになってきた。特に、我々は最近になって、吸器誘導因子 2,6- ジメトキシ -p- ベンゾキノン
(DMBQ) の受容体候補の同定に成功した。興味深いことに、このタンパク質をコードする遺伝子は陸上植物に
保存され手いることが明らかになった。この遺伝子のシロイヌナズナにおける変異体はトマト斑葉細菌に対
して抵抗性が減少していたことから、寄生植物は植物免疫に重要なキノン受容体を宿主の認識に利用してい
ることが示唆された。以上、植物における非自己認識の分子メカニズムについて議論したい。
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